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環境 保全 に役 立つ非 木材繊維 資源 の ケナ フを栽培 ・育成 し、ケナ フの特性 と多様

性 を研 究 し、その利用 と応 用 を探 索す る。

擾 要

本研究は,エ コマテリアル としての非木材繊 維資源 に最 も適切 である一年生植物

ケナフ(Hibiscuscα 励 加"L)の 栽培 とその利用を'自的に,1993年 より開始 した研

究である.従 来の成果は,す でに本年報1992,'94,'95,'96,'97,'98,

お よび'99年1;報 告 した.

特 に従来のケナフ栽培 の成果の総決算 として,1998年 よ り平塚市 お よび平塚

ケナフ普及協会 との共 同研究が行われてきた.特 に,平 塚市 では休耕田対策 としてケナフ

の栽培 を推奨 し,現 在,栽 培 したケナフのバルブ化 と績製造 を行 って市政 に還元 している・

この現状 はさらに展開 し,平 塚市のみならず日本全国にその輪が広が り大 きな活動 となっ

ている.こ れ らの栽培や利用は最 も基磋的な指導 と,よ り学術的 な研究成果の提供が常 に

必要であ り,こ の点 を最 も重要 な課題 としている.さ らに,環 堵教育 に対する展開を学校,

公民館 などを中心 に行い,2000年 度 は,平 塚キャンパスで市内6小 学校の生徒28名

のケナフ教育 を行 った.

まお,研 究室内では,栽 培研究の他に,a)種 子の発芽阻害実験,b)海 水 による阻
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害実験,c)生 長に伴 うクロロフィル量お よび水分量の測定実験,d)光 合成測定実験,e)花

の成分(色 素)研 究,f)葉 など各器官の成分研究などを行っている.取 り扱 った種類 も,

ローゼル(鳳54ろ 伽 蜘L)類 も加 えると30種 に近い.

学内 における共同研究 として,所 々に鈴木季直先生 と大石不二夫先生の参加が得

られ研究は大 きく発展 した.こ の共同研究 「バルブ資源植物ケナフの二酸化炭素固定特性

の解析」は,昨 年度に報告書 として総括 した。

成果

1.日 本植 物学会第65回 大会 にて研 究発表 を行 った。

(2001年9月 、東京)

P2-19

ケナ フ(HibiscusCannabinusL.)の 一ユ欠生産速度の季節変化 とパルプ生産 能の解析

場麟 灘諜灘謬綾撫 鷹露灘課耀
比較 した。 、。月末 に収穫 された乾搬(dwt)か ら求めた年間一次生産は・H.sabdariffaの 平均87・gdwtm3に 対 し・ ケナ 空

繋1難灘蕪 蕪
ナフ晩成種の高い一次生産には 相対一次生産灘 が5月 に高く・1・月まで締 されることが重要であった・

P2-20

ケ ナフ(HibiscusCannabinusL.)葉 の高い気孔密度が最大光合成 速度 に与 える影響

O近 忘 晃次 ・鈴 木祥弘 ・釜野 徳明 ・村上悟(神 奈川大 ・理 ・生物科学)

発表 者 らの栽培実 験 か らケナ フ(HibiscuscannabinusL)のTa'の 品種 が躰 の気候条件 下で熱帯雨林 に匹敵 す る高 い年聞

_次 生 産 を行 うこ とが 明 らかになっている.本 研究では この高 い一次生産 を支 えるケ ナフの光 合成 について検 討 した・CO=

の吸 収か らケナ フの光合成速度 を測定する と、 最大 光合成速度は夏期の高温 ・高 光強度下で35～40μmolCO21ゴ3♂ の高い値

を示 した.こ あ速度 はC。 、瀟 機髄 もつC、 植物の最大光合 成激 に匹敵 す る・ このた めケナフの葉構造 を蹴 鏡 縣 し

た が、ケ ナ フ葉 には ク ランツ構造 は認 め られず、c、 植物で あ るとはい えなか った・さ らに精 細姻 察 を行 っ た ところ・ 葉

厚`ま。.、9～。.24mmで 、 気孔密度は葉稲 で35・mm'=.葉 上面で240mcn'・ であ り・ケナ フ葉 繭 く・その繭 に気孔 が高密

戯 分布 して い るこ と醐 らかになった.葉 柵 く単位 細 積あた りの気孔の謎 多レ・ケ ナフ葉で は・高い気 孔コ ンダ 妙

ンスが予 想 され る.こ の ようなケナ フ葉の形態的特徴 が、高 い最夫光合成速度 に大 き く鰍 して い ると考 え られ た・
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2.ケ ナ フ に 関す る本 を作 成 し出版 した 。(2001年8月)
"ケ ナ フで 環 境 を考 え る" 一 地 球 にい い こ と しよ う!

(共 著 、 文 芸 社)

3.ケ ナ フ の 栽 培 に 関す る英 文 小 冊子 を作 成 し、 出版 した 。(2001年3.月)
"C

ultivationofkenaf'(byDr.Y.Kamano)

fromFarmingJapan(Tokyo)
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